









挙げられる（Dörnyei 1999、Robinson 2002、Larsen-Freeman & Long 1991）。
また、言語学習における上達の可能性を予測する主要因の１つとして各個
人の持つ言語適性も検討され、そのために開発された現代言語適性テスト
























語習得研究（Third Language Acquisition, 以下TLA）が始められてきている




































































最高スコア 495 495 990
最低スコア 5 5 10
平均スコア 314.6 264.9 579.5
 トーイック公式ホームページより（掲載許諾取得済）

























































































FP ERP ELP SP MP
平均得点 54.42 148.78 218.48 89.57 25.69
SD 8.05 45.54 49.38 7.54 5.12




















































授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠（Common European Framework of 
Reference for Languages: Learning, teaching, assessment、以下 CEFR）」（2001）
がヨーロッパにおける言語教育の規範となりつつある。CEFRとはCouncil 
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